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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

    ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第64期第２四半期連結累計期間及び第64

期第２四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。また第63期第２四半期連結累計期間及び第63期第２四半期連

結会計期間並びに第63期については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第63期 

第２四半期連結 
累計期間 

第64期 
第２四半期連結 
累計期間 

第63期 
第２四半期連結 
会計期間 

第64期 
第２四半期連結 
会計期間 

第63期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成21年 
４月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成20年 
７月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成21年 
７月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成20年 
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高（百万円）  7,783  5,975  3,772  3,010  12,516

経常利益又は経常損失（△）（百

万円） 
 414  △415  77  △231  △393

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円） 
 349  △430  90  △241  △1,057

純資産額（百万円） － －  13,167  11,192  11,527

総資産額（百万円） － －  19,928  18,785  18,297

１株当たり純資産額（円） － －  1,201.04  1,021.20  1,051.80

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期（当期）純損失金額（円） 
 31.88  △39.28  8.29  △22.03  △96.47

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  66.1  59.6  63.0

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 607  376 － －  588

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △287  △1,466 － －  △987

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 251  492 － －  593

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ －  2,839  1,840  2,465

従業員数（人） － －  382  376  380
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 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1）連結会社の状況 

 （注）１ 従業員数は、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であります。 

２ 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均人員であります。 

３ 臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。 

(2）提出会社の状況 

 （注）１ 従業員数は、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であります。 

    ２ 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均人員であります。 

    ３ 臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 376  (65)

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 248  (27)
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 当社グループは化成品事業を主な事業とするほか、環境関連事業およびその他の事業を営んでおりますが、生産・

製品仕入実績につきましては化成品事業のみを記載しております。 

(1）生産実績 

 （注）１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は販売価格によっております。 

３ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

製品仕入実績 

 （注）１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は仕入価格によっております。 

３ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 受注生産は行っておりません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事 業 区 分 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

（百万円） 

前年同四半期比（％） 

  

化成品事業 
    

感光性材料及び印刷材料  1,207  89.4

写真材料及び記録材料  730  63.8

医薬中間体  100  44.2

その他化成品  80  42.6

合    計  2,118  72.8

事 業 区 分 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

（百万円） 

前年同四半期比（％） 

  

化成品事業 
    

感光性材料及び印刷材料  246  113.1

写真材料及び記録材料  1  6.3

医薬中間体  17  152.7

その他化成品  2  29.2

合    計  267  104.0
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(3）販売実績 

 （注）１ セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

３ 主な相手先別の販売実績及びそれぞれの総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事

業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

事 業 区 分 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

（百万円） 

前年同四半期比（％） 

化成品事業     

感光性材料及び印刷材料  1,594  92.7

写真材料及び記録材料  805  74.9

医薬中間体  31  10.1

その他化成品  202  121.3

計  2,634  80.5

環境関連事業     

産業廃棄物の処理  375  75.3

計  375  75.3

その他の事業     

受託業務等  0  215.1

計  0  215.1

合    計  3,010  79.8

相手先 

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％） 

富士フイルムファインケミカ

ルズ㈱ 
 631  16.7  603  20.1

三木産業㈱  763  20.2  474  15.8

住友化学㈱  228  6.1  369  12.3

東京応化工業㈱  348  9.2  356  11.9

富士フイルム㈱  408  10.8  195  6.5

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。 

(1）業績の状況 

当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、世界各国の経済対策の効果などで景気の悪

化に底打ちの兆しは見られるものの、依然として企業業績の低迷、設備投資の抑制、雇用情勢の

悪化、円高の進行などが続いており、厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の中で当社グループは、積極的な営業活動、新製品開発の促進に全力をあげて

取り組みましたが、化成品事業、環境関連事業の売上高は前年同四半期に比べ大幅に減少いたし

ました。また、利益面につきましては、売上原価低減に鋭意努力いたしましたが、売上高の減少

に伴い経常損失となりました。 

以上により、当第２四半期連結会計期間における業績は、売上高30億10百万円（前年同四半期

期比20.2％減）、営業損失1億77百万円（前年同四半期は営業利益1億34百万円）、経常損失2億

31百万円（前年同四半期は経常利益77百万円）、四半期純損失2億41百万円（前年同四半期は四

半期純利益90百万円）となりました。 

また、事業の種類別セグメントの売上高は、化成品事業が、26億34百万円（前年同四半期比

19.5％減）となりました。その内訳は、「感光性材料及び印刷材料」は、半導体用感光性材料の

減少が大きく影響し、15億94百万円（前年同四半期比7.3％減）となりました。「写真材料及び

記録材料」は、イメージング材料と写真材料の減少が影響し、8億5百万円（前年同四半期比

25.1％減）となりました。「医薬中間体」は、31百万円（前年同四半期比89.9％減）となりま

た。「その他化成品」は、2億2百万円（前年同四半期比21.3％増）となりました。 

環境関連事業の売上高は、3億75百万円（前年同四半期比24.7％減）となりました。産業廃棄

物処理分野においては、金属製品や自動車産業関連の製造業者からの受託が大きく減少いたしま

したが、化学品リサイクル分野においては、電子部品関連業者からの受託量が回復いたしまし

た。 

なお、大阪府岸和田市内に建設中の新工場につきましては、順調に建設作業が進んでおり、計

画通り平成22年５月に操業を開始する予定となっております。  

  

(2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、18億40百万円となり、前年同四

半期連結会計期間末に比べ9億99百万円減少となりました。 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりでありま

す。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果増加した資金は、1億12百万円となりまし

た（前年同四半期連結会計期間は2億33百万円の増加）。これは主に税金等調整前四半期純損失2

億31百万円により資金が減少した一方、たな卸資産の減少73百万円、減価償却費2億36百万円、

仕入債務の増加1億2百万円の計上により資金が増加したことによるものであります。  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果減少した資金は、11億38百万円となりまし

た（前年同四半期連結会計期間は2億21百万円の増加）。これは主に有形固定資産の取得による

支出5億43百万円、３か月を超える定期預金への預入による支出6億38百万円によるものでありま

す。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果減少した資金は、1億50百万円となりまし

た（前年同四半期連結会計期間は4億16百万円の減少）。これは主に、長期借入金の返済60百万

円、社債の償還58百万円によるものであります。 

  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第２四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、あ 

 りません。 

  

(4）研究開発活動 

   当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2億92百万円であり 

 ます。 

  なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更 

 はありません。            
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(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、

除却等について重要な変更はありません、また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改

修、除売却等の計画はありません。 

  

  

  

  

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

  当社は、ストックオプション制度を採用しております。会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであ

ります。 

（平成21年６月25日定時株主総会決議） 

会社法に基づき、当社従業員に対してストックオプションとして発行する新株予約権の募集事項の決定を当社取

締役会に委任することを、平成21年６月25日開催の定時株主総会において決議されたものであります。    

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  47,900,000

計  47,900,000

種類 
第２四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成21年９月30日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（平成21年11月12日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容 

普通株式  11,900,000  11,900,000
大阪証券取引所 

市場第二部 
単元株式数 1,000株 

計  11,900,000  11,900,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

  
第２四半期会計期間末現在 
（平成21年９月30日） 

新株予約権の数（個） 393 （注）１ 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 393,000 （注）２ 

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり 269 （注）３  

新株予約権の行使期間 平成23年７月１日～平成26年３月31日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格   1株当たり269 

資本組入額   1株当たり135 

新株予約権の行使条件 

①新株予約権の割当を受けた者は、権利行使の時点にお

いて当社の取締役、監査役または従業員であることを

要する。ただし、従業員が、定年退職した場合および

取締役または監査役を任期満了により退任した場合に

は、その地位を失った後も、行使することができるも

のとする。 

②新株予約権者の相続人は、行使することができないも

のとする。 

③新株予約権者は、新株予約権個数の全部または一部に

つき行使することができる。ただし、一部を行使する

場合には、割り当てられた新株予約権の整数倍の単位

で行使するものとする。    

新株予約権の譲渡に関する事項 
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役

会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項  － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 
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（注）１  新株予約権１個当たりの目的たる株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、1,000株とする。 

２  当社が株式分割、または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとす

る。ただし、かかる調整は、本新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整により生ずる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

      調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率 

 また、当社が資本の減少を行う場合等、目的たる株式数の調整を必要とする場合には、当社は必要と認め

る株式数の調整を行うものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨てる。      

３  各新株予約権の行使に際して払い込みをなすべき金額は、各新株予約権の行使により発行または移転する

株式１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に付与株式数を乗じた金額とする。 

   なお、新株予約権を発行する日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価

額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げる。 

  

    また、時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の

算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。ただし、新株予約権の行使

の場合は、行使価額の調整は行わないこととする。 

   なお、上記株式数において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式の

総数を控除した数とし、また自己株式を処分する場合には、「新発行株式数」を「処分する自己株式数」に

読み替えるものとする。 

 また、当社が資本の減少を行う場合等、行使価額の調整を必要とする場合には、当社は必要と認める行使

価額の調整を行うものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。  

４  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換および株式移

転（以下「組織再編行為」という。）をする場合においては、組織再編行為の効力発生時点において残存す

る新株予約権（以下「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、会社法第236条第１項第８号イ

からホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権を下記の条件で交付すること

とする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するもの

とする。 

   ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、

吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。 

①交付する再編対象会社の新株予約権の数 

 組織再編行為の効力発生の時点において残存する新株予約権の数と同一の数とする。 

②新株予約権の目的となる株式の種類 

 再編対象会社の普通株式とする。 

③新株予約権の目的となる株式数 

   組織再編行為の条件に応じて合理的に調整された数とし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨て

る。 

  ④新株予約権の行使時の払込金額 

   組織再編行為の条件に応じて合理的に調整された額とし、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げ

る。 

  ⑤新株予約権のを行使期間 

新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のいずれか遅い日から、新

株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。 

  ⑥その他行使条件および取得条件 

新株予約権の行使条件および新株予約権の取得条件に準じて定めるものとする。 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 

１ 

分割・合併の比率 

        
既発行株式数 ＋ 

新発行株式数 × １株当たり払込金額 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
時価 

既発行株式数＋新発行株式数 

9

　　　　　　　　　　　　EDINET提出資料 
ダイトーケミックス株式会社（Ｅ01014） 
　　　　　　　　　　　　　　四半期報告書



  ⑦新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および増加する資本準備金に関する

事項  

   新株予約権の行使により新株を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額に0.5を乗じた額（ただし、１円未満の端数は切り上げる。）とす

る。資本金として計上しないこととした額は資本準備金とする。 

  ⑧新株予約権の取得承認 

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議を要する。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 （注） 当社は自己株式941千株を保有しておりますが、当該株式には議決権がないため、上記の大株主から除いてお

ります。  

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 
（株） 

発行済株式総
数残高 
（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円） 

平成21年７月１日～ 

平成21年９月30日  
 －  11,900,000  －  2,901  －  4,421

（５）【大株主の状況】

  平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

東京応化工業㈱ 川崎市中原区中丸子150番地  522  4.39

日本生命保険(相) 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号  499  4.20

日本トラスティ・サービス信託

銀行㈱（信託口） 
東京都中央区晴海一丁目８番11号  482  4.05

竹中 一雄 東京都東大和市  475  4.00

ダイトーケミックス社員持株会 大阪市鶴見区茨田大宮三丁目１番７号  446  3.76

富士フイルム㈱ 東京都港区西麻布二丁目26番30号  439  3.68

㈱三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号  371  3.12

住友商事㈱ 東京都中央区晴海一丁目８番11号  336  2.82

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番２号  247  2.08

日本精化㈱ 大阪市中央区備後町二丁目４番９号  201  1.69

計 －  4,020  33.79
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①【発行済株式】 

 （注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式179株および証券保管振替機構名義の失念株式が200 

株含まれております。 

②【自己株式等】 

  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

（６）【議決権の状況】

  平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     941,000 －  －  

完全議決権株式（その他） 普通株式   10,862,000  10,862 － 

単元未満株式 普通株式        97,000 － － 

発行済株式総数         11,900,000 － － 

総株主の議決権 －  10,862 － 

  平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

（自己保有株式）  

ダイトーケミックス㈱ 

大阪市鶴見区茨田大宮 

三丁目１番７号 
 941,000  －  941,000  7.91

計 －  941,000  －  941,000  7.91

２【株価の推移】

月別 
平成21年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

最高（円）  294  268  266  279  279  280

最低（円）  242  228  239  250  250  255

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任

監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,378 1,865 

受取手形及び売掛金 2,725 1,975 

有価証券 500 900 

商品及び製品 1,207 1,688 

仕掛品 1,178 1,081 

原材料及び貯蔵品 629 869 

その他 211 231 

流動資産合計 8,832 8,610 

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,303 3,303 

その他（純額） ※1  4,632 ※1  4,508 

有形固定資産合計 7,935 7,811 

無形固定資産 8 6 

投資その他の資産 2,008 1,868 

固定資産合計 9,952 9,687 

資産合計 18,785 18,297 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 800 387 

短期借入金 1,488 615 

1年内償還予定の社債 202 116 

未払法人税等 23 19 

賞与引当金 184 241 

その他の引当金 1 1 

その他 1,104 1,022 

流動負債合計 3,806 2,403 

固定負債   

社債 2,077 2,222 

長期借入金 951 1,844 

引当金 115 202 

その他 642 98 

固定負債合計 3,785 4,367 

負債合計 7,592 6,770 
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,901 2,901 

資本剰余金 4,421 4,421 

利益剰余金 4,508 4,971 

自己株式 △668 △667 

株主資本合計 11,162 11,626 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 100 △32 

繰延ヘッジ損益 △96 △72 

為替換算調整勘定 24 6 

評価・換算差額等合計 28 △98 

新株予約権 1 － 

純資産合計 11,192 11,527 

負債純資産合計 18,785 18,297 
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 7,783 5,975 

売上原価 6,465 5,622 

売上総利益 1,317 353 

販売費及び一般管理費 ※  856 ※  700 

営業利益又は営業損失（△） 461 △346 

営業外収益   

受取利息 9 16 

受取配当金 12 8 

持分法による投資利益 － 1 

雑収入 34 25 

営業外収益合計 56 51 

営業外費用   

支払利息 36 45 

持分法による投資損失 8 － 

為替差損 35 48 

雑損失 23 26 

営業外費用合計 102 120 

経常利益又は経常損失（△） 414 △415 

特別損失   

固定資産除却損 1 － 

特別損失合計 1 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

413 △415 

法人税等 65 14 

少数株主損失（△） △1 － 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 349 △430 
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 3,772 3,010 

売上原価 3,186 2,836 

売上総利益 586 174 

販売費及び一般管理費 ※  452 ※  351 

営業利益又は営業損失（△） 134 △177 

営業外収益   

受取利息 6 6 

受取配当金 0 0 

持分法による投資利益 － 2 

受取保険料 6 － 

雑収入 16 10 

営業外収益合計 29 19 

営業外費用   

支払利息 18 22 

持分法による投資損失 1 － 

為替差損 56 37 

雑損失 10 13 

営業外費用合計 86 73 

経常利益又は経常損失（△） 77 △231 

特別利益   

投資有価証券評価損戻入益 15 － 

特別利益合計 15 － 

特別損失   

固定資産除却損 0 － 

特別損失合計 0 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

91 △231 

法人税等 1 9 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 90 △241 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 413 △415 

減価償却費 462 459 

有形固定資産除却損 1 4 

前払年金費用の増減額（△は増加） 9 18 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 0 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 △87 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7 0 

受取利息及び受取配当金 △22 △24 

支払利息 36 45 

持分法による投資損益（△は益） 8 △1 

売上債権の増減額（△は増加） △183 △750 

たな卸資産の増減額（△は増加） △86 626 

仕入債務の増減額（△は減少） △30 413 

その他 △11 113 

小計 601 401 

利息及び配当金の受取額 26 27 

利息の支払額 △37 △45 

法人税等の支払額 18 △7 

営業活動によるキャッシュ・フロー 607 376 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △638 

有価証券の取得による支出 △500 △399 

有価証券の売却及び償還による収入 699 299 

有形固定資産の取得による支出 △547 △745 

投資有価証券の取得による支出 △72 △29 

投資有価証券の売却による収入 159 － 

関係会社株式の取得による支出 △29 － 

関係会社への貸付金の回収に伴う収入 － 49 

その他 3 △3 

投資活動によるキャッシュ・フロー △287 △1,466 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 200 100 

長期借入金の返済による支出 △380 △120 

社債の償還による支出 △28 △58 

リースバックによる収入 1,130 667 

リース債務の返済による支出 △636 △64 

自己株式の取得による支出 △1 △0 

配当金の支払額 △32 △32 

財務活動によるキャッシュ・フロー 251 492 

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 △27 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 579 △625 

現金及び現金同等物の期首残高 2,260 2,465 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,839 ※  1,840 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１．税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は23,814百万円であ

ります。 

  

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は23,495百万円であ

ります。 

  

 ２ 偶発債務 

   船舶火災による訴訟の件 

 当社は平成16年10月に当社製品を輸送する船舶で発

生した火災事故に関し、その原因が当社製品によるも

のであるとして、平成19年9月から平成20年3月末まで

に保険会社および船会社等から４件の訴訟（弁護士費

用を含む訴額の総額1,205百万円）を提起されており

ます。 

 なお、当該損害賠償請求に先立って、同案件に関

し、平成17年10月に当社製品を輸送していた商社を被

告として、損害賠償請求訴訟が提起されております。 

 訴訟の結果によっては、当社の経営成績に影響を及

ぼす可能性はありますが、現時点でのその影響は不明

であります。   

 ２ 偶発債務 

         同    左 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。 

従業員給与 百万円158

賞与引当金繰入額   百万円58

退職給付費用  百万円14

役員退職慰労引当金繰入額  百万円15

研究開発費   百万円277

減価償却費   百万円26

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。 

従業員給与 百万円151

賞与引当金繰入額 百万円27

退職給付費用 百万円14

役員退職慰労引当金繰入額 百万円12

研究開発費 百万円223

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。 

従業員給与   百万円85

賞与引当金繰入額   百万円29

退職給付費用  百万円7

役員退職慰労引当金繰入額  百万円7

研究開発費   百万円147

減価償却費   百万円13

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。 

従業員給与 百万円71

賞与引当金繰入額 百万円12

退職給付費用 百万円7

役員退職慰労引当金繰入額 百万円6

研究開発費  百万円113
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当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 

平成21年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．新株予約権等に関する事項 

ストック・オプションとしての新株予約権 

 新株予約権の四半期連結会計期間末残高   親会社  1百万円 

  

４．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日現在） 

  （百万円）

現金及び預金勘定 2,739

 有価証券勘定 600

償還期間が３ヶ月を超える債券 △499

現金及び現金同等物 2,839

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年９月30日現在） 

  

  （百万円）

現金及び預金勘定 2,378

 有価証券勘定 500

償還期間が３ヶ月を超える債券 

償還期間が３ヶ月を超える定期預金 

△399

△638

現金及び現金同等物 1,840

（株主資本等関係）

 普通株式  11,900千株 

 普通株式 941千株 

  

  

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資  

平成21年６月25日 

定時株主総会 
普通株式 32 3  平成21年３月31日  平成21年６月26日 利益剰余金 

  

  

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資  

平成21年10月29日 

取締役会 
普通株式 32 3  平成21年９月30日  平成21年12月９日 利益剰余金 
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前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

  

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  （百万円）

  化成品事業 環境関連事業 その他の事業 計 消去又は全社 連結 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上

高 
 3,274  498  0  3,772  －  3,772

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  21  104  126 (126)  －

計  3,274  519  105  3,898 (126)  3,772

営業利益  55  72  1  130  4  134

  （百万円）

  化成品事業 環境関連事業 その他の事業 計 消去又は全社 連結 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上高  2,634  375  0  3,010  －  3,010

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  12  122  134 (134)  －

計  2,634  387  123  3,145 (134)  3,010

営業利益又は営業損失（△）  △238  50  4  △183  6  △177

  （百万円）

  化成品事業 環境関連事業 その他の事業 計 消去又は全社 連結 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上

高 
 6,762  1,019  1  7,783  ―  7,783

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 ―  37  207  244 (244)  ―

計  6,762  1,056  208  8,027 (244)  7,783

営業利益  274  171  2  448  13  461
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当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ 事業区分の主な内容 

(1）化成品事業………感光性材料及び印刷材料、写真材料及び記録材料、医薬中間体およびその他化成品 

(2）環境関連事業……産業廃棄物の処理および化学品のリサイクル 

(3）その他の事業……物流管理、設備保全等の業務請負 

  

 前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

 前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（注）１ 国又は地域の区分は地理的接近度によっており、米国・アジア等に区分しておりますが、連結売上高に占め

る各区分毎の売上高の割合は、いずれも10％未満であるため、一括して記載しております。 

    ２ 海外売上高は、当社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  （百万円）

  化成品事業 環境関連事業 その他の事業 計 消去又は全社 連結 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上高  5,286  688  0  5,975  －  5,975

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  24  234  259 (259)  －

計  5,286  712  235  6,234 (259)  5,975

営業利益又は営業損失（△）  △439  68  8  △362  15  △346

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

 Ⅰ 海外売上高 488百万円

 Ⅱ 連結売上高 3,772百万円

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合 13.0％

 Ⅰ 海外売上高 845百万円

 Ⅱ 連結売上高 7,783百万円

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合 10.9％
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

  

 該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,021.20円 １株当たり純資産額 1,051.80円

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 31.88円 １株当たり四半期純損失金額 39.28円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

  
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額           

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円）  349  △430

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円） 
 349  △430

期中平均株式数（千株）  10,965  10,959

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 8.29円 １株当たり四半期純損失金額 22.03円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

  
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額           

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円）  90  △241

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円） 
 90  △241

期中平均株式数（千株）  10,964  10,959

（重要な後発事象）
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 平成21年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）中間配当による配当金の総額……………………32百万円 

(ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年12月９日 

 （注） 平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成20年11月12日

ダイトーケミックス株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員   公認会計士 檀上 秀逸  印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員   公認会計士 坂井 俊介  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイトーケミッ

クス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイトーケミックス株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半 

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年11月12日

ダイトーケミックス株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員   公認会計士 坂井 俊介  印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員   公認会計士 小田 項一  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイトーケミッ

クス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイトーケミックス株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半 

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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